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茂
呂
議
員　
本
県
は
「
千
葉

県
地
震
防
災
戦
略
」
を
策
定

し
、
こ
れ
を
も
と
に
地
震
対
策

を
進
め
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

　

知
事　
本
県
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
千
葉
県
北
西
部
を
震
源
と
す

る
地
震
を
想
定
し
、
そ
の
被
害

を
お
お
む
ね
半
減
さ
せ
る
こ
と
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住
み
良いふ
る
さ
と
づく
りに
力
を
注いでいる
茂
呂
剛
県
議

（
八
千
代
市
選
出
）は
２
月
定
例
県
議
会
で一般
質
問
に
立
ち
、

防
災
対
策
や
教
育
政
策
について、熊
谷
俊
人
知
事
ら
執
行
部
に

質
問
し
ま
し
た
。地
震
被
害
想
定
の
見
直
し
や
小
学
校
で
の
塾

講
師
活
用
な
ど
、茂
呂
県
議
の
質
疑
と
熊
谷
知
事
ら
県
執
行
部

の
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

を
目
標
と
し
て
、
平
成
２
９
年

度
に
地
震
防
災
戦
略
を
策
定
し

た
。

　

こ
の
戦
略
で
は
、
住
宅
や
橋

梁
の
耐
震
化
な
ど
の
予
防
対
策

の
推
進
や
、
防
災
訓
練
の
実
施

に
よ
る
災
害
対
応
能
力
の
向

上
、
防
災
教
育
な
ど
の
対
策
に

つ
い
て
数
値
目
標
を
定
め
て
お

り
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
進
め
て

い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
地
震
防
災
戦

略
は
令
和
８
年
度
を
終
期
と
し

て
い
る
が
、
更
な
る
被
害
の
低

減
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

対
策
で
得
ら
れ
た
効
果
や
、
社

会
情
勢
の
変
化
、
最
新
の
科
学

的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
新
た
な

戦
略
を
策
定
し
、
引
き
続
き
地

震
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　

茂
呂
議
員　
地
震
防
災
戦
略

改
訂
に
向
け
て
の
、
地
震
被
害

想
定
調
査
の
実
施
が
、
来
年
度

の
新
規
事
業
と
し
て
、
挙
げ
ら

地
震
被
害
想
定
見
直
し
進
め
る

地
震
被
害
想
定
見
直
し
進
め
る

２２月議会一般質問月議会一般質問

れ
て
い
る
。
地
震
被
害
想
定
を

ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か
。

　

防
災
危
機
管
理
部
長　
新
た

な
地
震
防
災
戦
略
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
、
地
震
や
津

波
の
影
響
に
よ
る
人
的
被
害
や

避
難
者
数
、
建
物
の
全
壊
、
半

壊
棟
数
な
ど
の
地
震
被
害
想
定

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
盤
の
状
況

や
、
建
物
・
人
口
の
分
布
等
を

改
め
て
調
査
し
た
上
で
、
耐
震

化
や
、
火
災
・
津
波
対
策
な
ど

の
進
展
、
最
新
の
科
学
的
知
見

な
ど
を
踏
ま
え
、
被
害
の
試
算

を
行
う
。

　

来
年
度
は
、
試
算
に
必
要
な

地
盤
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
ほ

か
、
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
、
想
定
す
る
震
源
の
位
置

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

茂
呂
議
員　

大
規
模　

災
害
時
に
は
、
全
国

か
ら
自
衛
隊
・
消
防
・
警
察
の

救
援
部
隊
や
救
援
物
資
が
届
け

ら
れ
る
が
、「
道
の
駅
や
ち
よ
」

は
支
援
活
動
の
拠
点
の
一
つ

だ
。

　

国
も
、
県
内
で
唯
一
「
防
災

道
の
駅
」
に
指
定
し
、
防
災
機

能
の
強
化
に
向
け
、
国
や
八
千

来
年
度
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

来
年
度
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

代
市
に
お
い
て
防
災
ト
イ
レ
の

設
置
や
施
設
の
無
停
電
化
の
設

計
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担

う
べ
き
施
設
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
主
に

警
察
の
部
隊
が
集
結
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
部
隊
の
「
待
機
場
所
」

だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
イ
ズ
フ
リ

―
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
地

域
住
民
や
道
路
利
用
者
、
多
く

の
観
光
客
等
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
何
が
必
要
か
、
何

が
準
備
で
き
る
か
な
ど
、
関
係

者
の
声
を
よ
く
聞
き
な
が
ら
、

防
災
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
、

県
の
協
力
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
、
国
や

八
千
代
市
に
も
働
き
か
け
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

質問に立つ茂呂県議
県
内
唯
一
の
防
災
道
の
駅
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
道
の
駅
や
ち
よ
」

要望

道の駅
やちよ
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活力あふれる地域目指す活力あふれる地域目指す

科
を
教
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

か
ら
、
指
導
力
を
高
め
る
労
力

は
、
何
教
科
分
も
必
要
に
な
る
。

　

小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
は
一

度
つ
ま
ず
く
と
、
苦
手
意
識
は

中
学
校
か
ら
高
校
に
も
影
響
す

る
。
基
礎
を
学
ぶ
小
学
校
の
時

期
に
こ
そ
、
わ
か
る
授
業
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
、
県
全

体
の
学
力
向
上
に
重
要
だ
と
思

う
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
小

学
校
教
員
の
指
導
力
育
成
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

　

教
育
長　
学
力
向
上
に
は
、

教
員
が
専
門
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
専
科
指
導
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
学
級
に

お
い
て
も
わ
か
る
授
業
を
行
う

こ
と
が
重
要
。
県
教
育
委
員
会

は
、
小
学
校
中
学
年
に
退
職
教

員
を
専
科
教
員
と
し
て
配
置

　
茂
呂
議
員　
昨
年
の
９
月
議

会
で
我
が
党
の
阿
部
議
員
か
ら

学
力
向
上
施
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
県
教
育
委
員
会

と
し
て
記
述
力
や
探
求
力
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う

力
強
い
決
意
を
も
ら
っ
た
。

　

ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

に
は
、
日
々
の
授
業
に
お
け
る

先
生
方
の
指
導
力
が
大
き
く
影

響
す
る
。

　

先
生
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導

力
を
高
め
よ
う
と
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
、

以
前
の
よ
う
に
研
修
会
に
参
加

で
き
な
く
な
り
、
校
内
で
先
輩

な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
難
し
い

状
況
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
特
に
課
題

だ
と
思
う
の
は
小
学
校
だ
。
小

学
校
の
先
生
は
、
一
人
で
全
教

し
、
専
門
性
を
生
か
し
た
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

次
年
度
か
ら
は
、
高
学
年
の

専
科
指
導
に
外
部
人
材
と
し
て

塾
講
師
を
活
用
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
科
指
導
や
研
修
に
活
か

し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

を
推
進
す
る
。

　

茂
呂
議
員　
塾
講
師
は
、
教

科
の
指
導
力
に
定
評
が
あ
る
の

で
、
学
力
向
上
の
た
め
に
外
部

人
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
大
変

良
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
。

　

た
だ
、
小
学
校
に
は
、
学
力

だ
け
で
な
く
、
発
達
や
生
活
態

度
も
含
め
て
様
々
な
子
ど
も
た

ち
が
在
籍
し
て
お
り
、
学
校
の

先
生
は
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
状
況
に
合
わ
せ
て
指
導
し

て
い
る
。

　

試
験
的
な
取
組
で
も
、
実
際

に
教
壇
に
立
ち
、
授
業
を
行
う

わ
け
だ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
状

況
で
も
し
っ
か
り
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
講
師
を
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ

の
取
組
み
の
成
果
に
つ
な
が
る

　

ま
た
、
不
法
滞
在
事
犯
や
違

法
行
為
に
対
し
て
は
厳
正
な
取

締
り
を
実
施
す
る
ほ
か
、
在
留

外
国
人
の
実
態
に
応
じ
て
繁
華

街
等
の
安
全
確
保
に
向
け
た
各

種
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
県
民
と
在
留
外
国

人
が
と
も
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
総
合
的
な
対
策
を
推

進
し
て
い
る
。

　

茂
呂
議
員　
地
元
住
民
と
外

国
人
が
対
立
し
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
県
警
に
は
引
き

続
き
、
各
種
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

小
学
校
教
員
の
指
導
力
育
成

小
学
校
教
員
の
指
導
力
育
成

　
茂
呂
議
員　
近
年
、
技
能
実

習
生
の
失
踪
や
、
一
部
の
不
良

化
し
た
外
国
人
に
よ
る
各
種
犯

罪
が
不
安
視
さ
れ
て
お
り
、
在

留
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
治
安

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
の
た
め
、
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
は
拡
大
す
る
も

の
と
み
ら
れ
、
外
国
人
と
日
本

人
が
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
が
重
要
に
な
る
と

考
え
る
。
県
警
は
、
県
民
と
在

留
外
国
人
が
共
に
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。　

　

県
警
本
部
長　
県
警
は
、
関

係
行
政
機
関
と
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
在
留
外
国
人
を
孤

立
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
社
会

を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
受
け

入
れ
て
い
く
と
の
観
点
に
立

ち
、
留
学
生
、
技
能
実
習
生
及

び
、
そ
の
受
入
企
業
に
対
す
る

防
犯
講
話
や
交
通
安
全
講
話
の

広
報
啓
発
活
動
や
、
移
動
交
番

車
等
を
活
用
し
た
意
見
要
望
の

把
握
、
情
報
発
信
活
動
等
の
各

種
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
。

誰
も
が
安
心
で
き
る
社
会
に

誰
も
が
安
心
で
き
る
社
会
に

　

な
お
、
整
備
が
完
了
す
る
ま

で
の
間
、
国
道
３
５
６
号
な
ど

を
代
替
ル
ー
ト
に
設
定
し
、
案

内
看
板
や
路
面
標
示
を
設
置
し

て
い
る
。

　

茂
呂
議
員　
県
道
八
千
代
印

旛
栄
自
転
車
道
線
が
全
線
開
通

す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
湾
か

ら
花
見
川
、
印
旛
沼
を
経
由
し

て
利
根
川
に
至
る
ル
ー
ト
が
繋

が
り
、
さ
ら
に
利
根
川
沿
い
を

通
り
、
太
平
洋
ま
で
繋
が
る
魅

力
的
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト

が
完
成
す
る
。

　

私
は
、
こ
れ
を
新
た
な
ナ

シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の

候
補
と
し
て
提
案
し
た
い
。

　

八
千
代
市
内
で
い
く
つ
か
課

題
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
県
道

八
千
代
印
旛
栄
自
転
車
道
線
の

残
る
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備

を
早
期
に
進
め
る
と
と
も
に
、

関
係
者
間
で
連
携
し
、
新
た
な

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

の
指
定
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
整
備
促
進

整
備
促
進

自
席
か
ら
再
質
問
す
る
茂
呂
議
員

の
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
伺
う
。

　

指
導
力
の
あ
る
塾
講
師
を
ど

の
よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

　

教
育
長　
講
師
の
選
定
に
お

い
て
は
、
塾
で
の
指
導
や
教
員

免
許
保
有
等
の
状
況
に
加
え
、

立
案
さ
れ
た
指
導
計
画
か
ら
指

導
力
を
判
断
し
、
選
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

茂
呂
議
員　
自
転
車
は
多
く

の
人
々
に
利
用
さ
れ
る
乗
り
物

で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
増
進
も

期
待
さ
れ
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
も

寄
与
す
る
と
し
て
、
近
年
、
そ

の
活
用
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。

　

安
全
か
つ
快
適
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
む
た
め
に
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
環
境
整
備

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

県
内
に
も
い
く
つ
か
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
あ
る
が
、
特

に
、
県
内
一
つ
目
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
と
な
っ
た

太
平
洋
岸
自
転
車
道
に
つ
い
て

は
、
利
用
環
境
の
充
実
を
図
り
、

利
用
者
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
太
平
洋
岸
自

転
車
道
の
利
用
促
進
に
向
け
た

取
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
太
平
洋

岸
自
転
車
道
は
、
銚
子
市
か

ら
和
歌
山
市
に
至
る
延
長
約

１
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自

転
車
道
で
あ
り
、
昨
年
度
、
国

か
ら
日
本
を
代
表
す
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
指
定

さ
れ
た
。

　

茂
呂
議
員　
千
葉
市
の
花
見

川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
、

八
千
代
市
の
新
川
遊
歩
道
、
そ

し
て
県
道
八
千
代
印
旛
栄
自
転

車
道
線
が
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、

東
京
湾
か
ら
花
見
川
、
印
旛
沼

を
経
由
し
て
利
根
川
ま
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
繋
が
る
が
、

県
道
八
千
代
印
旛
栄
自
転
車
道

線
の
一
部
が
完
成
し
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
整
備
状
況
は

ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
当
該
道
路

は
、
八
千
代
市
保
品
地
先
の
阿

宗
橋
か
ら
、
印
旛
沼
や
長
門
川

に
沿
っ
て
利
根
川
沿
岸
部
の
栄

町
和
田
地
先
に
至
る
、
延
長
約

２
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
転
車

道
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
八
千
代
市
側

の
約
２
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完

成
し
、
残
る
栄
町
側
の
約
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
現

在
事
業
中
の
長
門
川
の
河
川
改

修
に
合
わ
せ
て
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
沿
線
市

町
村
等
と
連
携
し
、
デ
ザ
イ
ン

を
統
一
し
た
案
内
看
板
や
休
憩

施
設
と
な
る
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
、
走
行
環

境
の
改
善
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
は
、
地
元
市
町
村
と
鉄

道
や
空
港
会
社
等
が
行
う
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け

た
取
組
と
連
携
し
て
、
観
光
振

興
や
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、
自
転
車
道
の
利
用
促
進
に

努
め
て
い
く
。


